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公益財団法人北海道肢体不自由児者福祉連合協会

障がい児者自立支援研修事業実施要綱

１ 目 的

在宅の肢体不自由児者が地域において自立した生活が送ることができるよう、機能の

維持向上を図るとともに、この取組を通じて地域とふれあう中で、必要な支援について

理解を深め、肢体不自由児者の社会参加を促進するための「障がい児者自立支援研修事

業」を実施した各地域の肢体不自由児者父母の会（以下「父母の会」という。）及びそ

の他の者に対して、この要綱により事業に要する費用を助成する。

２ 助成対象事業

助成対象とする事業は、機能訓練、スポーツ、レジャー及び音楽などの文化活動につ

いて、地域住民からの協力を得るなどして行うものとする。

なお、父母の会以外の者が行う事業については、会長が事業内容及び地域における活

動の状況等を勘案し、助成する事業を選定する。

３ 費用の助成

協会は、別表に定める費用を負担する。

４ 実施計画書の提出

父母の会等は、この要領に基づき「障がい児者自立支援研修事業」を実施する場合

には、別に定める様式（様式第１号）により、実施計画書を協会に提出するものとする。

５ 費用の請求

父母の会等は、障がい児者自立支援研修事業を実施したときは、その都度、別に定め

る様式（様式第２，３，４，５号）により、協会に請求するものとする。

６ 施行期日

この要領は、平成２５年４月１日から施行する。

平成３１年４月２４日一部改正。

令和 ２年７月２２日一部改正。

令和 ６年６月３０日一部改正。
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別 表

障 が い 児 者 自 立 支 援 研 修 事 業 協 会 負 担 費 用

１．謝金

（１）講 師 （一人当たり）２０，０００円 以内

（２）演奏等グループ （１組当たり）５０，０００円 以内

（３）協力者一人当たり （１日） ５，０００円 以内

（交通費込み）

２．交通費

（１）講 師 ただし、２０，０００円 以内

（２）演奏等グループ ただし、４０，０００円 以内

３．使用料・借上料（会場、機器、車輌） 実費

４．消耗品、役務費 実費


